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インテル® XscaleTM マイクロアーキテクチャ開発ツール
Ed Whitty
Product Marketing Engineer
I/O and Bridges Division
Intel Corporation

概要
高性能・低消費電力の両立を追求したインテル® XscaleTM マイクロアーキテクチャは、デジタル携帯電話、

PDA (Personal Digital Assistant) などのバッテリ駆動型ワイヤレス携帯機器をはじめ、ネットワーク・プロセッ
サやインテリジェント I/O プロセッサなどのインターネット・インフラストラクチャ・アプリケーションに
至るまで、さまざまな市場分野でその真価を発揮します。

XScale マイクロアーキテクチャをベースとしたインテル® 80200 プロセッサの発表に伴い、インテルおよび
サードパーティ・ベンダ各社からは充実した開発ツール環境が続々と提供されており、次世代製品の開発を今
すぐ始めていただけるよう強力に支援しています。

インテル XScale マイクロアーキテクチャ開発環境には、評価ボード、ハードウェア・デザイン、ソフトウェ
ア開発スイートなどが含まれており、いち早い機器開発への取り組みを支援します。このほかにも、リアルタ
イム・オペレーティング・システム (RTOS) および関連開発ツール、専用コンパニオン・チップおよびフィー
ルド・プログラミング可能なゲート・アレイ (FPGA)、JTAG およびデバッグ・ツール、ロジック・アナライザ、
各種ソフトウェア・モデルなどのツールもビルディング・ブロックとして用意されています。

これらのツール環境に用意されている豊富なビルディング・ブロックを利用することで、他社に先がけて
XScale マイクロアーキテクチャ開発プログラムを展開できるほか、エンジニアは高付加価値機能の開発に専念
できるという利点も得られます。

現在提供されているツールの一覧、およびサードパーティのツール・ベンダへのリンクについてはインテル・
デベロッパ・サイトで公開されています。

インテル® IQ80310 評価プラットフォーム
インテル® IOP310 I/O プロセッサ・チップセットをベースとしたインテル® IQ80310 評価プラットフォームを
利用することで、インテリジェントなインターネット・ストレージや RAID アプリケーション用の I/O ソフト
ウェアの開発を短期間かつ低コストで行えるようになります。

この評価プラットフォームには、ソフトウェアの短期開発を支援するための包括的なソリューションが手軽
なキットの形で用意されています。また、ハードウェア/ソフトウェアのデバッグ用に JTAG、Ethernet、シリア
ルの各ポートが用意されているほか、ロジック・アナライザを接続するための MICTOR コネクタも装備されて
います。

IQ80310 評価プラットフォームには以下のものが含まれます。
• Cyclone Microsystems* IQ80310 PCI ボード
• コア開発ツール：ARM ADS v1.1* CD-ROM (評価版) および Cygnus/Red Hat GNUPro CD-ROM
• リアルタイム・オペレーティング・システム用ソフトウェア・イメージ、デバッグ・モニタ：Wind River

Tornado 開発環境 CD-ROM (評価版)、LynuxWorks BlueCat* CD-ROM (評価版)、フラッシュ・リカバリ・
ユーティリティ CD-ROM

• オンライン・マニュアルおよびドキュメント

詳しくは、インテル IQ80310 の Web サイトをご覧ください。
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リファレンス・プラットフォーム
現在、サードパーティ・ベンダ各社からさまざまなリファレンス・デザインが提供されています。最新情報
については、インテル XScale マイクロアーキテクチャ・ツールの Web サイトにて定期的にチェックしてくだ
さい。

• ADI Engineering 80200 EVB* リファレンス・プラットフォーム：XScale マイクロアーキテクチャ
対応インテル 80200 プロセッサをベースとした幅広いアプリケーション開発を支援。通信機器向けの
FPGA チップを含む。

• Wind River Systems  によるインテル XScale 80310 PPMC* および Tornado for Intelligent Network
Acceleration (TINA) Development Platform*：TINA 開発プラットフォームはインテル 80200 XScale マイ
クロアーキテクチャ・コアのプロセッサを使用した TCP/IP オフロード・アプリケーションの短期開
発を支援。PPMC ボードはインテル® 80310 I/O プロセッサ・チップセットをベースとした幅広いアプ
リケーション開発に利用可能。

• Team ASA NPWR* プラットフォーム：NAS (Network Attached Storage) コントローラ、RAID コント
ローラ、Linux* サーバ、インターネット・サーバ・アプリケーションなどを対象にしたリファレンス・
デザイン。

ツール・チェーン
以前の RISC プロセッサ・ベースの設計からの移行をスムーズに行えるよう、i960® C-Tools ユーザ環境が Red

Hat GNUPro* コンパイラに移植されています。このコンパイラ、アセンブラ、リンカはインテル XScale マイク
ロアーキテクチャ、ARM 命令セット v.5TE、インテル® DSP エクステンションへの最適化機能をサポートして
います。

Red Hat GNUPro 2000* ツールには以下のものが含まれます。
• gcc C コンパイラ、g++ C++ コンパイラ、gdb/Insight デバッガ、Source Navigator IDE
• RedBoot* デバッグ・モニタおよびブートストラップ・ソリューション
• GNUPro 2000 ツール (インテル Web サイトにて提供)
• XScale 用 GNUPro ツール (Red Hat の Web サイトにて提供)

ARM Developer Suite (ADS) Tools* には以下のものが含まれます。
• ARM & Thumb* C/エンベデッド C++ コンパイラ、CodeWarrior IDE、AXD デバッガ
• ARMulator 命令セット・シミュレータ
• ARM Firmware Suite (AFS)：Angel デバッグ・モニタ

RTOS およびツール
現在、大手ベンダ各社からさまざまなリアルタイム・オペレーティング・システムおよびツールが提供され
ています。

以下に紹介するのは、現在利用可能なソリューションの一覧です。最新情報については、インテル XScale マ
イクロアーキテクチャ・ツールの Web サイトにて定期的にチェックしてください。

RTOS ソリューション
• Accelerated Technology Nucleus*
• Enea OSE*
• Express Logic ThreadX*
• LynuxWorks BlueCat
• Microware OS-9*
• Monta Vista Hard Hat Linux
• Wind River IxWorks* および VxWorks*
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JTAG およびデバッグ・ツール
• ARM Multi-ICE*
• EPI MAJIC*
• Macraigor Systems Raven*
• Sophia Systems
• Wind River visionPROBE*

デバッガ
• Wind River visionCLICK*

モデル
• ARM ARMulator*
• Red Hat Instruction Set Simulator (ISS)*
• VaST Systems Co-Design Model*

コンパニオン・チップ
• ADI Engineering/Xilinx FPGA メモリ コントローラ
• RAID アプリケーション向けインテル® 80312 コンパニオン・チップ

ロジック・アナライザ
Agilent ロジック・アナライザ・ファミリ向け Corelis Logic Analyzer Probe を使うと、インテル 80200 プロセッ
サのすべての信号にアクセスできます。被検査ボードをロジック・アナライザに接続して、タイミングおよび
状態の分析が行えます。

まとめ
現在、インテル XScale マイクロアーキテクチャ向けの開発ツールがインテルおよびサードパーティ各社から
豊富に提供されており、インテリジェント・インターネット・ストレージ、ネットワーク、通信、各種携帯用
機器の短期開発を支援しています。

このツール環境には、ハードウェア・リファレンス・プラットフォーム、コンパニオン・チップ、強力なソ
フトウェア開発スイート、リアルタイム・オペレーティング・システム、デバッガ、JTAG およびデバッグ・ツー
ル、ロジック・アナライザ、モデルなどが含まれており、新しいツールも続々と発表されています。また、利
用できるツール・チェーンとしては、インテル XScale マイクロアーキテクチャ、ARM 命令セット v.5TE、イ
ンテル DSP エクステンションへの最適化をサポートしたコンパイラ、アセンブラ、リンカなどがあります。

インテル XScale マイクロアーキテクチャのツール環境は、幅広いインターネット・アプリケーション分野向
けに高性能・低消費電力の製品の投入を考えるメーカ各社を強力にサポートします。

関連情報
現在提供されているツールの一覧およびサードパーティ・ベンダ各社へのリンクは、以下のインテル・デベ
ロッパ・サイトで公開しています。

• インテル IOP310 サードパーティ開発ツール
• インテル IQ80310 開発ボードおよび利用可能なサンプル・コード
• インテル XScale マイクロアーキテクチャの技術概要
• インテル® インテリジェント・インターネット・ストレージ・ビルディング・ブロック
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